
り
ま
し
た
。
沖
藤
さ
ん
は
、「
現
行

介
護
保
険
制
度
は
生
活
を
守
る
視

点
が
抜
け
落
ち
て
い
る
」「
介
護
保

険
制
度
が
残
っ
て
高
齢
者
の
生
活

が
崩
れ
る
」「
特
に
東
京
の
介
護
保

険
は
最
低
」
と
制
度
の
問
題
点
を

次
々
と
指
摘
、「
介
護
保
険
の
本
丸

は
、
軽
度
の
う
ち
か
ら
の
生
活
援

助
、
清
潔
と
適
切
な
栄
養
を
守
る

こ
と
に
あ
る
」
と
提
言
し
ま
し
た
。

　

全
国
高
齢
者
集
会

　

９
月
15
日
、
日
比
谷
公
会
堂
に

全
国
か
ら
２
千
人
が
結
集
し
て
開

清　友
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険
制
度
充
実
、
憲
法
９

条
と
民
主
教
育
を
守

り
、
世
界
平
和
・
核
廃

絶
を
実
現
す
る
こ
と

で
す
。

　

記
念
講
演
と
し
て
、

「
高
齢
社
会
を
よ
く
す

る
女
性
の
会
」
副
理
事

長
沖
藤
典
子
さ
ん
か

ら
「
介
護
保
険
は
老
い

を
守
る
か
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
お
話
し
が
あ

全国高齢者集会
　

今
年
も
９
月
の
高

齢
者
連
続
行
動
が
も

た
れ
、
清
掃
退
も
元

気
に
行
動
に
参
加
し

ま
し
た
。

地
公
四
単
産
・
地

公
退
高
齢
者
集
会

　

９
月
14
日
、
神
田

一
ツ
橋
の
日
本
教
育

会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

集
会
の
基
調
は
、

貧
困
と
格
差
の
な
い

社
会
と
生
き
が
い
の

あ
る
高
齢
者
社
会
の

実
現
、
安
心
・
安
定

の
年
金
制
度
確
立
、

安
心
の
高
齢
者
医
療

制
度
確
立
、
介
護
保

き
の
政
権
支
持
を
表
明
、
新
た
な

高
齢
者
医
療
制
度
の
早
期
実
現
と

公
正
税
制
の
実
現
等
を
当
面
の
目

標
と
す
る
考
え
方
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
南
雲
連
合
事
務
局
長
は
、

安
定
し
た
雇
用
シ
ス
テ
ム
や
安
心

で
き
る
社
会
保
障
の
再
構
築
に
よ

る
労
働
の
尊
厳
と
公
正
・
公
平
な

社
会
実
現
に
よ
る
「
労
働
を
中
心

と
し
た
福
祉
型
社
会
の
実
現
」
を

目
指
す
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

地
域
・
構
成
組
織
報
告
で
自
治

退
代
表
は
、
25
万
自
治
退
建
設
の

取
組
み
報
告
と
退
職
者
会
運
動
に

お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
を全国高齢者集会銀座デモへ向かう自治退

地公退集会で
記念講演する
沖藤典子さん

か
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
で
真
柄
高

退
連
会
長
は
、「
民
主
党
政

権
が
私
た
ち
の
切
実
な
要

求
に
こ
た
え
る
政
権
へ
再

生
し
て
ほ
し
い
」
と
引
続

訴
え
ま
し
た
。

　

集
会
後
、

前
日
ま
で
の

猛
暑
が
う
そ

の
よ
う
な
さ

わ
や
か
さ
の

中
を
旧
都
庁

跡
ま
で
元
気

に
デ
モ
行
進

し
ま
し
た
。

9.15 全国高齢者集会

9.14 地公退高齢者集会
（川端事務局長報告）

小石川植物園
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公
聴
会
会
場
の
大
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し

出
さ
れ
た
「
公
費
投
入
の
イ
メ
ー
ジ
」
図

　

藤
村
厚
生
労
働
副
大
臣
に
よ
る

主
催
者
挨
拶
に
続
き
、
岩
村
正
彦
・

高
齢
者
医
療
制
度
改
革
会
議
座
長

（
東
大
教
授
）
よ
り
「
高
齢
者
医
療

制
度
改
革
の
方
向
性
」、
吉
岡
て
つ

を
・
厚
生
労
働
省
保
険
局
医
療
課

長
よ
り
「
高
齢
者
医
療
制
度
改
革

の
ポ
イ
ン
ト
」
の
説
明
（
概
要
は

本
紙
前
号
参
照
）
が
あ
り
、
事
前

ア
ン
ケ
ー
ト
中
７
件
の
意
見
に
対

す
る
回
答
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
の
質
疑
応
答
に
移
り
、

会
場
で
提
出
さ
れ
た
493
名
の
意
見

書
の
中
か
ら
厚
生
労
働
省
が
選
抜

し
た
８
名
が
意
見
を
発
表
、
岩
村

座
長
及
び
吉
岡
課
長
が
回
答
す
る

方
式
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

主
な
意
見
は
、
①
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
を
即
刻
廃
止
し
、
老
人

医
療
制
度
へ
戻
す
べ
き
、
②
国
保

の
広
域
化
に
反
対
、
③
医
療
費
高

騰
の
抑
制
策
、
保
険
者
の
役
割
、

財
源
確
保
策
を
示
す
べ
き
、
④
若

年
層
へ
の
高
負
担
防
止
策
検
討
を
、

⑤
介
護
保
険
制
度
を
含
め
た
総
合

　

厚
生
労
働
省
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
導
時
の
反
省
を
踏
ま
え
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
と

そ
の
後
の
新
制
度
の
設
計
に
あ
た

り
、
高
齢
者
を
は
じ
め
国
民
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
る
と
し
て
、

各
界
の
意
見
交
換
会
や
公
聴
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

公
聴
会
は
全
国
を
６
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
て
行
わ
れ
、
東
京
が
最
後

と
な
り
、
10
月
５
日
、
新
宿
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

的
検
討
が
必
要
、
⑥
制
度
の
Ｐ
Ｒ

方
法
を
工
夫
す
べ
き
な
ど
で
し
た
。

　

東
京
高
退
連
の
田
辺
会
長
（
建

設
出
身
）
は
、
自
治
退
の
見
解
を

踏
ま
え
て
「
新
制
度
へ
の
移
行
を

速
や
か
に
行
う
べ
き
。
今
年
・
来

年
と
連
続
し
て
後
期
高
齢
者
医
療

の
保
険
料
が
上
が
る
の
は
納
得
で

き
な
い
。
後
期
高
齢
者
を
国
保
へ

戻
す
に
あ
た
り
差
別
が
生
じ
な
い

よ
う
に
す
べ
き
。
医
療
費
負
担
は

65
歳
以
上
を
１
割
負
担
に
す
べ

き
。」
と
意
見
具
申
し
ま
し
た
。

　

吉
岡
課
長
は
、「
新
制
度
へ
向
け

た
シ
ス
テ
ム
改
修
に
２
年
か
か
り
、

最
短
で
平
成
25
年
４
月
制
度
発
足
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
は
制

度
終
了
ま
で
抑
制
を
継
続
。
国
保

広
域
化
は
第
一
段
階
は
高
齢
者
の

み
、
第
二
段
階
で
年
齢
統
一
す
る

が
、
具
体
的
方
法
は
検
討
課
題
。

新
制
度
の
保
険
料
で
所
得
割
分
を

増
や
す
と
中
位
所
得
者
の
負
担
増

に
な
る
。
65
歳
以
上
の
全
１
割
負

担
で
は
44
億
円
の
負
担
増
に
な
り
、

若
年
層
の
負
担
が
増
え
る
の
で
、

検
討
課
題
。」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

公
聴
会
は
、
戸
口
崇
厚
生
労
働

省
保
険
局
長
が
、「
国
民
皆
保
険
の

充
実
が
必
要
と
い
う
共
通
認
識
に

立
て
た
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

導
入
時
と
違
い
、
国
民
の
意
見
を

十
分
踏
ま
え
、
国
民
が
納
得
で
き

る
制
度
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。」

と
締
め
く
く
り
、
終
了
し
ま
し
た
。

　

政
府
が
３
月
に
発
足
さ
せ
た「
新

年
金
制
度
に
関
す
る
検
討
会
」（
議

長
は
首
相
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
検

討
内
容
を
整
理
し
、「
新
た
な
年
金

制
度
の
基
本
的
考
え
方
（
中
間
ま

と
め
）」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
中
間
ま
と
め
」
は
別
記

の
よ
う
に
、
日
本
の
社
会
経
済
の

変
化
と
見
通
し
（
過
去
→
現
在
→

未
来
）
に
基
づ
き
、
制
度
間
格
差

や
国
民
年
金
の
未
納
・
未
加
入
等

の
問
題
点
を
克
服
す
る
た
め
、
新

た
な
年
金
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
年
金
は
超
長
期
に
加

入
者
の
権
利
に
直
結
す
る
制
度
で

す
か
ら
、
慎
重
の
上
に
も
慎
重
な

検
討
が
望
ま
れ
ま
す
。

新
年
金
制
度
検
討
会
「
中
間
ま
と
め
」
を
発
表

各
界
代
表
が
意
見
表
明
〜
で
き
レ
ー
ス
の
感
も

新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
公
聴
会

全
国
６
ブ
ロ
ッ
ク
で
公
聴
会

会
場
か
ら
８
名
が
発
言

自
治
退
の
見
解
を
踏
ま
え
て

田
辺
東
京
高
退
連
会
長
が
発
言
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＜新年金制度の基本原則＞
① 年金一元化の原則

全国民が同じ一つの年金制度に加入すること

② 最低保障の原則
最低限の年金額の保障があること

③ 負担と給付の明確化の原則
負担と給付の関係が明確な仕組みにすること

④ 持続可能の原則
将来にわたって誰もが負担でき、安定的財源を確保するなど、持続可能な制度とすること

⑤ 「消えない年金」の原則
年金記録の確実な管理と加入者本人によるチェックができる体制とすること

⑥ 未納・未加入ゼロの原則
年金保険料の確実な徴収により、無年金者をなくすこと

⑦ 国民的議論の原則
国民的な議論の下に制度設計を行うこと

新たな年金制度の基本的考え方（中間まとめ） 概要
～ 安心・納得の年金を目指して～

＜我が国社会経済の変化と見通し＞

・人口 1億 400 万人で増加中

・平均寿命は男 69歳・女 75歳

・65歳以上のお年寄りは人口の7％

・8.5 人の現役世代に高齢者 1人

・出生数は年 190 万人、15 歳未満

の子どもは人口の 24％

・３世代世帯は 16％、一人暮らし

の単身世帯は 20％

・専業主婦世帯のほうが多数

・初婚年齢は男 27歳・女 24歳

・生涯未婚者は男 2％・女 3％

・離婚件数は 9万 6千件

・労働力人口は 5150 万人で増加中

・第１次産業従事者が４割弱、自

営業主が３割弱

・家業を継いで自営業者を営む、

一つの会社で働き続けるといっ

た「標準的なライフコース」が

想定でき、「人生の予測」がしや

すい

・人口は 1億 2700 万人でピーク

・平均寿命は男 79歳・女 86歳

・65歳以上のお年寄りは 22％

・3人の現役世代に高齢者 1人

・少子化が進行し、出生数は年

107 万人、15 歳未満の子どもは

13％

・３世代世帯は 7％、一人暮らしの

単身世帯は 30％

・共働き世帯のほうが多数

・初婚年齢は男 30歳・女 29歳

・生涯未婚者は男 16％・女 7％

・離婚件数は 25万 3千件

・労働力人口は 6800 万人でピーク

・第１次産業従事者は５％未満、

自営業主は１割まで減少

・若年者の非正規雇用が増大

・転職が増加

・「標準的なライフコース」がたど

りにくく、「人生の予測」が難し

い

・人口は 1億人未満まで減少

・平均寿命はさらに伸長

・65歳以上のお年寄りが４割以上

・少子化はさらに進行し、出生数

は年 50 万人未満、15 歳未満の

子どもは 9％まで減少

・一人暮らしの高齢者世帯がます

ます増加

・生涯未婚者は男 30％・女 23％に

増加

・労働力人口の減少が不可避。女

性や高齢者など誰もが意欲と能

力に応じて働ける社会づくりが

必要

・グローバル化、サービス化、IT

化などで働き方が一層変化。若

年層の雇用安定が課題

・「人生の予測」が難しくなったこ

とに伴い、老後への不安も高ま

る

＜新たな年金制度創設の必要性＞
○ 職業によって制度が分立しているため、制度間格差や移動手続が面倒といった問題が発生

○ 国民年金の未納・未加入問題は深刻で、老後の低年金・無年金につながるおそれ

現行制度を存続することは困難であり、新たな年金制度を創設することが必要

社会保障・税に関わる番号制度や、様々な分野の制度との整合性を図りながら、新年金制度を創設

過去 (1970 年頃 ) 現　在 未来 (2050 年頃 )

⇨
⇨⇨
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東
京
清
掃
は
、
９

月
26
日
、
全
電
通
会

館
で
第
79
回
定
期
大

会
を
開
催
し
、
退
職

者
会
か
ら
来
賓
と
し

て
鈴
木
副
会
長
と
戸

枝
会
計
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

西
川
委
員
長
は
冒

頭
の
挨
拶
で
「
正
規
・

非
正
規
、
公
共
・
民

間
の
枠
を
超
え
た
社

会
的
労
働
運
動
を
目

指
す
」
と
、
東
京
清

掃
の
進
む
べ
き
道
筋

を
示
し
ま
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
鈴
木

副
会
長
は
、「
組
合
は

権
利
を
守
る
た
め
に

あ
る
。
昔
は
大
八
車

に
よ
る
き
つ
く
非
人

間
的
作
業
だ
っ
た
が
、

ス
ト
を
や
っ
て
待
遇
を
改
善
し
て

き
た
。
清
掃
労
働
者
と
し
て
の
誇

り
を
も
っ
て
社
会
的
に
意
義
の
あ

る
運
動
を
進
め
て
ほ
し
い
。
退
職

者
会
は
、
地
元
か
ら
清
掃
労
働
者

の
た
め
の
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

清
掃
労
働
者
は
か
つ
て
退
職
後
３

年
で
死
ぬ
悲
惨
な
状
態
に
あ
っ
た

が
、
長
生
き
が
可
能
に
な
っ
た
。

日
々
家
庭
を
守
り
、
組
合
を
守
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

　

経
過
報
告
と
運
動
方
針
の
審
議

に
９
名
の
代
議
員
が
発
言
し
、
①

東
京
清
掃
の
将
来
展
望
を
切
り
拓

く
た
め
に
何
を
な
す
べ
き
か
、
②

事
業
執
行
統
一
交
渉
拡
大
の
方
策
、

③
各
区
に
お
け
る
合
理
化
攻
撃
や

闘
い
を
共
有
し
共
闘
す
る
た
め
の

方
策
、
④
清
掃
工
場
の
業
務
委
託

阻
止
の
闘
い
と
一
組
の
組
織
的
危

機
克
服
の
取
組
み
強
化
を
、
⑤
級

格
付
廃
止
の
状
況
下
、
い
か
に
し

て
３
級
昇
格
の
道
を
確
保
す
る
か
、

⑥
全
労
協
議
長
金
澤
氏
の
書
記
雇

用
問
題
、
⑦
青
年
部
運
動
の
強
化

な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

東京清掃第 79 回定期大会

西川委員長の音頭で団結ガンバロウ

鈴木副会長
来賓挨拶

団結まつりの案内
■日時　10 月 24 日（日）

10 時～ 15 時
■場所　亀戸中央公園

東武亀戸線「亀戸水
神駅」から３分

　

今
年
の
「
団
結
ま
つ
り
」
は
、
国
鉄
闘
争
が
「
年
金
・

解
決
金
」
相
当
の
金
銭
部
分
で
決
着
し
、
残
る
「
雇
用

問
題
」
を
来
年
３
月
末
を
期
限
に
設
定
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
中
で
の
開
催
に
な
り
ま
す
。
今
度
こ
そ
、
最
後

の
「
団
結
ま
つ
り
」
に
し
た
い
も
の
で
す
。
東
京
清
掃
は
、

今
年
も
５
地
連
、
青
年
部
・
女
性
部
が
模
擬
店
を
出
店
し
、

東
京
清
掃
の
未
来
を
切
り
開
く
た
め

何
を
な
す
べ
き
か
〜
熱
心
に
討
議
〜

　

こ
れ
ら
の
議
論
を
踏
ま
え
、
こ

れ
以
上
の
生
活
破
壊
・
権
利
破
壊

を
許
さ
ず
、
生
活
と
権
利
、
平
和

と
民
主
主
義

を
守
り
抜
く

こ
と
を
基
調

と
す
る
方
針

を
確
立
し
、

退
職
者
会
の

組
織
拡
大
へ

向
け
た
取
組

み
強
化
も
確

認
さ
れ
ま
し

た
。

全
面
協
力
し
ま
す
。
退
職
者

会
の
み
な
さ
ん
も
、
積
極
的

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

政府の責任でJRをはじめとす
る全ての雇用実現を！　つくり出
そう戦争と貧困のない社会を！

10・24団結まつり

東
京
清
掃
の
確
定
闘
争
を

退
職
者
会
も
応
援

　

10
月
12
日
、
特
別
区
人
事
委
員
会
は

△
1.6
％
（
年
間
平
均
で
約
10 

万
８
千
円

減
）
の
不
当
な
給
与
改
定
勧
告
を
行
い

ま
し
た
（
詳
細
は
本
部
機
関
紙
参
照
）。

　

東
京
清
掃
は
、
次
の
３
波
の
決
起
集

会
な
ど
に
よ
り
賃
金
確
定
の
闘
い
を
組

む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
退
職
者
会
も

応
援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
第
１
波　

10
月
21
日
18
時

　

し
ご
と
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
（
飯
田
橋
）

●
第
２
波　

11
月
４
日
〜
12
日
の

　

ゾ
ー
ン
（
地
連
別
開
催
）

●
第
３
波　

11
月
17
日
18
時
予
定

　

江
戸
川
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー


